工具と手の関わりについて：手は人の心を可視化する器官 by 河村 暢夫
05 
工具と手の関わりについて
手は人の心を可視化する器官
Reserarch of electric tool 
with probulem of handring 
デザイン学科・教授
Department of DesignｷProfessor 
河村暢夫 NobuoKAWAMURA
山内瞬菓／写真・ポスターレイアウト
勝田安彦／ポスター写真撮影
はじめに
1972年と 1990年度にデザインした（株）マキタの家庭向け電動
工具と 1990年にデザインした生徒向けの安全電動工具の2シ
リーズ一をケ一ススタディーとして、エ具と手の関わりを研究した
ものである。エ具を使う色々な場面で手の持つ機能が複雑に働
きながら目的の仕事を達成していることが理解できた。
プロダクト製品のデザインには目的に適した形状や硬軟、色彩
計画に至る広範囲の検討から実施して最適の条件を満たした設
計と閣発が必要であることを基本条件にしてきたことを再確認し
ている。
研究概要
工具と手との関わりについての考察
「手」はマジックハンドである。心や気持ちを伝える道具ともな
る。感謝や願い事でも手を合わす。初めて会ったとき、別れる時
に握手をする。暖かみや真心が通じて信頼関係が深まる。子供
をかわいがるときや褒めるときに頭を撫でる。物事の指示や命令
ができる。心のイメージを伝えることができる。手のポーズによっ
て意思を伝えている。時によっては空手チョップのように武器にも
なり道具となる。平手打ちのように唄嘩や過去の指導に使われた
こともある。意思や心を表現する人間特有の「表現」の器官である
ことが理解できる。
筆者は40年近く工具のデザインに関わってきた。工事現場や
製造ラインや家庭の工作で使われる携帯性のある電動工具が中
心ではあったが、手の機能を観察し理解することで工具の使い
やすさや利便性を高めていることが大切であることはデザインの
原点だと心得ている。
もう一度手とモノの関係や表情を見直しては如何なものかと「エ
具と手の関わり」を再考する機会になればと手の握りをモチーフ
に最近制作したオブジェと20年前に観察し研究していた資料を
基に「手の内」をパネル化してみました。握りの名称については
参考文献として「人間工学全集」を参考にしている。
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